
国
家
珍
宝
帳
の
書

川

上

貴

子

は
じ
め
に

天
平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
）
五
月
二
日
、
聖
武
太
上
天
皇
（
在
位
七
二
四
〜
七
四
九
）

が
崩
御
し
、
七
七
忌
に
あ
た
る
同
年
六
月
二
十
一
日
に
、
天
皇
遺
愛
の
品
々
が
東
大
寺

盧
舎
那
佛
に
献
納
さ
れ
た
。
天
皇
の
冥
福
を
祈
り
献
納
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
品
は
、
聖
武

天
皇
の
御
袈
裟
を
筆
頭
に
、
天
武
天
皇
よ
り
五（
１
）
代
に
わ
た
っ
て
相
伝
さ
れ
た
赤
漆
文
欟

木
御
厨
子
な
ど
六
百
数
十
点
に
お
よ
ぶ
。
こ
の
時
の
献
納
の
主
旨
、
品
目
等
を
記
し
た

目
録
が
東
大
寺
献
物
帳
（
以
下
献
物
帳
と
す
る
）
の
う
ち
の
一
巻
、
国
家
珍
宝
帳
（
挿

図
１
）
で
あ
る
。
献
物
帳
は
他
に
、
同
じ
く
天
平
勝
宝
八
歳
六
月
二
十
一
日
の
献
納
目

録
で
あ
る
種
々
薬
帳
、
七
月
二
十
六
日
の
屏
風
花
氈
等
帳
、
天
平
宝
字
二
年
（
七
五

八
）
六
月
一
日
の
大
小
王
真
跡
帳
、
同
年
十
月
一
日
の
藤
原
公
真
跡
屏
風
帳
が
あ
り
、

現
在
、
こ
れ
ら
五
巻
は
正
倉
院
北
倉
に
伝
来
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
正
倉
院
の
書
に
関
す
る
研
究
は
お
も
に
、
聖
武
天
皇
筆
と
伝
え
る
雑
集

（
天
平
三
年
（
七
三
一
））、
光
明
皇
后
筆
と
さ
れ
る
楽
毅
論
（
天
平
十
六
年
（
七
四

四
））
杜
家
立
成
雑
書
要
略
、
王
勃
詩
序
（
慶
雲
四
年
（
七
〇
七
））
が
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
、
献
物
帳
の
書
自
体
を
対
象
と
し
た
先
行
研
究
は
、
管
見
の
限
り
わ
ず

か
で
あ（
２
）
る
。
こ
れ
は
献
物
帳
が
、
他
の
書
作
品
と
異
な
り
、
献
納
の
際
に
添
え
ら
れ
た

目
録
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
献
物
帳
は
こ
れ
ま
で
、

そ
の
性
質
か
ら
、
献
上
さ
れ
た
宝
物
の
由
緒
を
知
り
、
ま
た
献
納
の
主
体
や
動
機
、
背

景
を
う
か
が
う
べ
き
基
礎
史
料
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
献
物
帳
の
書

を
対
象
と
し
た
数
少
な
い
先
行
研
究
に
お
い
て
杉
本
一
樹
氏
は
、
献
物
帳
が
「
聖
武
天

皇
の
崩
御
後
、
東
大
寺
盧
舎
那
佛
に
宝
物
を
献
納
し
た
際
の
目
録
」
と
い
う
日
常
の
文

書
と
は
異
な
る
国
家
的
文
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
書
に
も
初
め
か
ら
、
国
家
を
代

表
す
る
文
書
に
ふ
さ
わ
し
い
「
あ
る
べ
き
姿
」
が
求
め
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘

さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
献
物
帳
記
載
の
品
に
由
来
す
る
書
風
が
選
択
さ
れ
、
献
物
帳

に
採
用
さ
れ
た
可
能
性
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
献
物
帳
の
書
風
が
、
何
ら

か
の
意
識
の
下
に
選
択
さ
れ
た
と
す
る
杉
本
氏
の
見
解
は
、
奈
良
朝
書
跡
研
究
に
あ
ら

た
な
視
点
を
も
ち
込
ん
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
こ
の
見
解
、
す
な
わ
ち

国
家
の
公
的
文
書
に
採
用
さ
れ
る
文
字
の
形
（
本
稿
で
は
以
下
書（
３
）
体
と
す
る
）
が
、
意

（
一
）

（１８６）



識
的
に
選
択
さ
れ
た
可
能
性
を
よ
り
高
め
る
た
め
、
今
一
度
、
国
家
珍
宝
帳
の
書
体
に

着
目
し
、
考
察
し
て
み
た
い
。

以
下
、
本
稿
第
一
章
に
お
い
て
先
行
研
究
の
成
果
と
問
題
点
を
整
理
し
、
第
二
章
で

は
具
体
的
な
文
字
の
比
較
か
ら
、
国
家
珍
宝
帳
の
書
体
を
再
検
討
す
る
。
第
三
章
、
四

章
に
お
い
て
、
国
家
珍
宝
帳
の
核
と
な
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
書
体
の
当
時
に
お
け
る
理

解
を
考
察
し
、
奈
良
朝
へ
の
伝
来
の
可
能
性
を
定
め
る
。
さ
ら
に
奈
良
朝
の
唐
文
化
受

容
の
あ
り
方
か
ら
、
国
家
珍
宝
帳
の
書
体
が
、
国
家
最
高
の
公
的
文
書
と
し
て
の
性
格

を
果
た
す
た
め
に
選
択
さ
れ
た
可
能
性
を
考
え
て
い
く
。

一
、
国
家
珍
宝
帳
の
概
要
と
先
行
研
究
の
見
解

（
一
）
国
家
珍
宝
帳
の
概
要

国
家
珍
宝
帳
は
紙
本
墨
書
で
あ
り
、
白
麻
紙
と
称
す
る
上
質
紙
十
八
張
を
貼
継
ぐ
縦

二
五
・
八
㎝
、
横
一
四
七
四
・
〇
㎝
の
長
大
な
巻
子
で
あ（
４
）

る
。
�
に
は
緑
麻
紙
が
も
ち

い
ら
れ
て
お
り
、「
東
大
寺
献
物
帳
」
と
書
さ
れ
た
外
題
に
は
、「
天
皇
御
璽
」
一
顆
が

捺
さ
れ
て
い
る
。
軸
首
は
白
檀
製
。
巻
首
に
は
「
奉
為

太
上
天
皇
捨
国
家
珍
宝
等
入

東
大
寺
願
文
」
と
題
す
る
光
明
皇
太
后
御
製
の
願
文
が
お
か
れ
、
続
い
て
献
納
宝
物
の

目
録
が
、
宝
物
の
数
量
、
寸
法
、
形
状
、
特
徴
、
材
質
、
付
属
品
に
至
る
ま
で
く
わ
し

く
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
光
明
皇
太
后
の
先
帝
追
福
の
意
が
述
べ
ら
れ
、
続
い
て
奉

献
の
日
付
を
記
し
た
後
、
大
納
言
兼
紫
微
令
中
衛
大
将
藤
原
仲
麻
呂
を
筆
頭
に
、
左
京

大
夫
兼
侍
従
藤
原
永
手
、
紫
微
少
弼
兼
中
衛
少
将
巨
萬
福
信
、
紫
微
大
忠
兼
左
兵
衛
率

賀
茂
角
足
、
紫
微
少
忠
葛
木
戸
主
の
位
署
書
が
記
さ
れ
る
。
紙
面
に
は
縦
横
薄
墨
の
墨

界
が
施
さ
れ
て
お
り
、
書
さ
れ
た
文
字
の
上
に
は
一
辺
約
八
・
七
㎝
も
の
天
皇
御
璽
が

四
百
八
十
九
顆
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
天
皇
御
璽
が
、
本
文
全
面
に
三
段
ず
つ
整

然
と
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
巻
首
に
長
文
の
光
明
皇
太
后
に
よ
る
願
文
が
お
か
れ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
国
家
珍
宝
帳
そ
の
も
の
が
、
聖
武
太
上
天
皇
崩
御
の
際
、
そ
の
冥
福
を

祈
り
東
大
寺
盧
舎
那
佛
に
献
納
さ
れ
た
宝
物
の
目
録
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
家
珍
宝
帳

は
単
な
る
献
納
目
録
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
当
時
に
お
け
る
国
家
最
高
の
公
的
文
書
で
あ

っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
二
）

挿図１ 国家珍宝帳（巻首）天平勝宝８歳（７５６）正倉院

（１８５）



（
二
）
先
行
研
究
の
見
解

こ
れ
ま
で
国
家
珍
宝
帳
の
書
に
つ
い
て
は
、
当
時
第
一
の
名
筆
と
さ
れ
て
い
た
人
物

に
よ
っ
て
書
か
れ
た
立
派
な
名
蹟
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
書
風
は
、

中
国
初
唐
の
欧
陽
詢
（
五
五
七
〜
六
四
一
）
の
風
格
を
具
え
、
特
に
化
度
寺
僧
�
塔（
５
）

碑

（
以
下
化
度
寺
碑
と
す
る
）（
挿
図
２
）
に
ち
か
い
と
す
る
神
田
喜
一
郎
氏
の
指（
６
）
摘
が
そ

の
最
も
有
力
な
説
で
あ
り
、
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
最
近
で
は
、
国
家
珍
宝
帳
の

書
の
骨
格
に
は
、
欧
陽
詢
よ
り
古
い
要
素
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
王
羲
之
（
三
〇

三
？
〜
三
六
一
？
）
七
世
の
孫
で
あ
り
、
王
羲
之
風
を
よ
く
伝
え
た
と
さ
れ
て
い
る
隋

・
智
永
の
真
草
千
字（
７
）
文
（
以
下
千
字
文
と
す
る
）（
挿
図
３
）
の
書
が
基
調
と
な
っ
た
と

す
る
杉
本
氏
の
指
摘
も
あ（
８
）
る
。
以
下
、
こ
の
二
つ
の
説
を
検
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
国
家
珍
宝
帳
の
書
が
、
化
度
寺
碑
と
の
関
係
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
る
理
由
は
、

欧
陽
詢
の
書
が
奈
良
朝
に
お
い
て
尊
重
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
は
欧
陽
詢
の

真
跡
屏
風
が
東
大
寺
に
奉
献
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
献
物
帳
の
一
つ
で
あ
る
屏
風
花
氈
等

帳
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
。
一
方
、
千
字
文
と
の
影
響
関
係
に
つ
い

て
は
、
国
家
珍
宝
帳
の
書
者
が
、
国
家
珍
宝
帳
記
載
の
王
羲
之
搨
模
本
二
十
巻
の
う
ち

の
一
巻
で
あ
る
智
永
筆
千
字
文
に
直
接
影
響
を
受
け
た
と
し
、
そ
の
書
を
念
頭
に
お
き

な
が
ら
書
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
両
者
の
説
は
、
各
々
の
書
の
宗

に
王
羲
之
を
指
摘
す
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
国
家
珍
宝
帳
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
王
羲

之
の
搨
模
本
二
十
巻
が
国
家
の
珍
宝
と
し
て
、
光
明
皇
太
后
よ
り
東
大
寺
へ
献
納
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
国
家
珍
宝
帳
記
載
の
品
々
が
献
納
さ
れ
た
二
年
後
の
献
納
目

録
で
あ
る
大
小
王
真
跡
帳
の
記
述
に
、「
右
書
法
是
奕
世
之
傳
珎
」
と
あ
り
、
大
王
、
小

王
と
称
さ
れ
て
い
た
王
羲
之
、
王
献
之
父
子
の
書
が
、
天
皇
家
に
代
々
伝
え
ら
れ
た
貴

重
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
当
時
の
歌
集
で
あ
る
「
萬
葉
集
」
に
は
次
の
よ
う
な
表
記
が
あ
る
。

お
も
は
じ
と
い
ひ

し

も
の
を

は
ね

ず

い
ろ

の

う
つ
ろ
ひ
や
す
き

あ
が
こ
こ
ろ
か
も

不
念
常
曰

て手
師
物
乎

翼
酢
色
之

変
安
寸

吾
意
可
聞

（
第
六
五
七
首
）

い
そ
の
か
み

ふ
る

と

も

あ
め

に

つ
つ
ま
め
や

い
も

に

あ
は

む

と

い
ひ

し

も
の
を

石
上

零
十
方
雨
二

将
関
哉

妹
似
相
武
登

言
て義
之
鬼
尾

（
第
六
六
四
首
）

や
ま
と

の

む
ろ
ふ
の
け
も
も
も
と
し
げ
く
い
ひ

し

も
の
を

な
ら
ず
は
や
ま
じ

日
本
之

室
原
乃
毛
桃
本
繁
言

て大
王
物
乎

不
成
不
止

（
第
二
八
三
四
首
）

傍
線
部
の
よ
う
に
王
羲
之
を
示
す
「
義
之
」
や
「
大
王
」
の
文
字
を
、
能
書
を
指
す

挿図２ 欧陽詢「化度寺僧�塔碑」
唐貞観５年（６３１）

挿図３ 智永「真草千字文」隋代

（
三
）

（１８４）



「
て
し
」（「
手
師
」）
と
読
ま
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
王
羲
之
の
書
が
、
当
時
理
想
の

書
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え（
９
）

る
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
珍
宝
帳
に
欧
陽
詢
、
ま
た
は

智
永
の
書
風
が
採
用
さ
れ
た
と
す
る
理
由
は
、
当
時
奈
良
朝
に
お
い
て
、
王
羲
之
の
書

が
尊
重
さ
れ
て
お
り
、
国
家
珍
宝
帳
の
書
者
が
、
書
の
第
一
位
に
王
羲
之
の
楷
書
を
置

い
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
一
方
は
欧
陽
詢
、
一
方
は
智
永
と
異
な
る
見
解
で
は
あ
る
が
、
国

家
珍
宝
帳
の
書
を
基
本
的
に
は
王
羲
之
の
流
れ
を
汲
む
も
の
（
以
下
王
羲
之
系
統
の
書

と
す
る
）
と
見
な
す
点
に
お
い
て
は
共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

実
際
に
国
家
珍
宝
帳
の
書
体
の
検
討
を
試
み
る
と
、
当
時
理
想
の
書
と
し
て
一
般
化
し

て
い
た
王
羲
之
系
統
の
書
体
と
は
、
や
や
異
な
る
要
素
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

そ
こ
で
次
に
、
こ
れ
ま
で
国
家
珍
宝
帳
へ
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
王
羲
之
系
統

の
書
で
あ
る
欧
陽
詢
筆
化
度
寺
碑
、
智
永
筆
千
字
文
と
国
家
珍
宝
帳
と
を
比
較
し
、
国

家
珍
宝
帳
本
来
の
書
体
を
確
認
し
た
い
。

二
、
国
家
珍
宝
帳
の
書
体

挿
図
４
の
「
合
」（「
含
」）、「
有
」、「
福
」「
生
」
の
四
字
は
各
々
、
国
家
珍
宝
帳
、

千
字
文
、
化
度
寺
碑
よ
り
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
文
字
の
概
形
に
着
目
す
る
と
、
化
度
寺
碑
は
長
方
形
で
あ
り
、
千
字
文
、
国
家

珍
宝
帳
は
方
形
に
近
い
。
具
体
的
に
そ
の
筆
線
の
構
成
を
み
る
と
、「
合
」（「
含
」）
の

「
人
」
で
は
、
化
度
寺
碑
は
開
き
が
狭
く
、
左
右
の
払
い
が
下
方
に
向
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
縦
長
の
字
形
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
千
字
文
、
国
家
珍
宝
帳
の
「
人
」
の
開

き
は
広
く
、
左
右
の
払
い
も
の
び
や
か
に
長
く
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
横
へ
の
広

が
り
が
感
じ
ら
れ
る
書
体
と
な
っ
て
い
る
。「
有
」
に
お
い
て
も
化
度
寺
碑
は
、
一
画
目

左
払
い
を
立
て
、
二
画
目
横
画
を
短
く
し
て
お
り
、
さ
ら
に
「
月
」
と
の
間
隔
を
広
く

と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
字
形
は
長
方
形
に
な
っ
て
い
る
。
千
字
文
と
国
家
珍
宝

帳
に
お
い
て
、
二
画
目
横
画
が
長
く
、「
月
」
と
の
間
隔
が
狭
い
こ
と
と
は
対
照
的
で
あ

る
。「
福
」
に
お
い
て
も
「
有
」
と
同
様
、
化
度
寺
碑
は
、
偏
の
一
画
目
「
丶
」
と
二
画

目
「
フ
」、
旁
の
一
画
目
横
画
と
「
口
」
の
よ
う
に
点
画
の
間
隔
は
広
く
、
千
字
文
、
国

家
珍
宝
帳
で
は
狭
く
書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
化
度
寺
碑
「
有
」
の
「
月
」、「
福
」
の

「
田
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
二
つ
の
縦
画
部
を
互
い
に
反
り
合
わ
せ
、
内
側
へ
引
き

締
め
る
よ
う
に
す
る
筆
線
の
構
成
（
背
勢
）
か
ら
は
、
縦
方
向
へ
の
意
識
が
強
く
感
じ

（
四
）国家珍宝帳 真草千字文 化度寺僧�塔碑

挿図４ 書体の比較（１）
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ら
れ
、
一
方
、
千
字
文
、
国
家
珍
宝
帳
で
は
、
外
側
へ
ふ
く
ら
む
筆
線
で
構
成
さ
れ
て

い
る
（
向
勢
）
こ
と
か
ら
、
横
方
向
へ
の
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
書
体
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
国
家
珍
宝
帳
は
筆
線
の
構
成
に
お
い
て
、
千
字
文
と
共
通
性
が

高
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
字
形
の
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
点
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
国
家
珍
宝
帳
と
千
字

文
と
に
は
、
相
違
が
み
ら
れ
る
。「
合
」
の
「
口
」、「
福
」
の
「
口
」「
田
」
を
各
々
比

較
す
る
と
、
千
字
文
で
は
、
向
か
い
合
う
二
つ
の
縦
画
部
が
下
方
へ
行
く
に
し
た
が
い

内
側
へ
引
き
締
ま
り
、
ま
た
「
生
」
の
最
終
画
が
短
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
字
形
の
バ
ラ

ン
ス
は
不
安
定
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
対
し
て
、
国
家
珍
宝
帳
は
構
築
的
で
あ
り
安

定
感
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
相
違
は
、
千
字
文
に
み
ら
れ
る
行
書
的
要
素
に
起
因
す
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
杉
本
氏
は
、
仮
に
千
字
文
の
行
書
的
要
素
を
省
い
て
謹

直
に
す
る
な
ら
ば
、
国
家
珍
宝
帳
と
の
親
近
性
が
極
め
て
高
く
な
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
国
家
珍
宝
帳
制
作
の
際
に
、
千
字
文
が
手
本
と
し
て
実
見
さ
れ
た
と

想
定
す
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
千
字
文
の
書
体
そ
の
も
の
が
、
国
家
珍
宝
帳
に
採
用
さ
れ
て

い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
よ
っ
て
そ
こ
に
は
、
千
字
文
よ
り
さ
ら
に
国
家
珍
宝
帳
に
近
似

し
た
別
の
書
体
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
現
存
す
る
作
品
と
し
て
、
盛
唐
末
に
長
安
の
千
福
寺
に
建
て
ら
れ
た
顔
真

�
（
七
〇
九
〜
七
八
五
）
の
大
唐
西
京
千
福
寺
多
宝
塔
感
応
碑
（
天
宝
十
一
載
（
七
五

二
）
）（
以
下
多
宝
塔
碑
と
す
る
）（
挿
図
５
）
の
書
体
に
着
目
し
た
い
。
多
宝
塔
碑
は
顔

真
�
四
十
四
歳
の
時
に
制
作
さ
れ
た
、
顔
真
�
と
し
て
は
初
期
の
楷
書
作
品
で
あ
り
、

現
在
は
陜
西
省
西
安
碑
林
博
物
館
に
移
さ
れ
て
い
る
。
碑
の
高
さ
は
約

二
三
九
㎝
、
幅
約
一
二
七
㎝
で
あ
り
、
一
行
六
十
六
字
、
三
十
四
行
の

文
字
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
碑
文
は
楚
金
禅
師
が
舎
利
塔
を
建
て
た
経
過

を
岑
�
が
撰
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
題
額
は
徐
浩
の
書
に
よ
る
。
こ

の
碑
が
建
て
ら
れ
た
の
は
、
国
家
珍
宝
帳
が
奈
良
朝
に
お
い
て
制
作
さ

挿図５ 顔真�「多宝塔碑」唐天宝１１載（７５２）

国家珍宝帳 多宝塔碑

挿図６ 書体の比較（２）

（
五
）

（１８２）



れ
る
四
年
前
で
あ
る
。
多
宝
塔
碑
に
刻
さ
れ
た
文
字
と
比
較
す
る
と
（
挿
図
６
）、
方
形

を
意
識
し
た
筆
線
の
構
成
、
構
築
的
な
字
形
の
み
な
ら
ず
、
各
画
に
み
ら
れ
る
筆
線
の

重
厚
感
に
お
い
て
も
、
国
家
珍
宝
帳
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

二
つ
の
書
体
の
共
通
性
は
「
合
」「
有
」「
福
」「
生
」
の
四
字
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
文

字
に
も
認
め
ら
れ
る
。
挿
図
７
は
、
杉
本
氏
作
成
の
「
国
家
珍
宝
帳
と
真
草
千
字
文
の

比
較
（
巻
首（
１０
）

）」
に
、
多
宝
塔
碑
、
化
度
寺
碑
を
並
べ
た
も
の
で
あ（
１１
）

る
。
各
字
を
比
較
し

て
み
る
と
、
多
宝
塔
碑
と
基
本
的
特
徴
に
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
文
字
の
多
い
こ
と
が

わ
か
る
。

し
か
し
な
が
ら
杉
本
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
国
家
珍
宝
帳
に
一
部
、
千
字
文

に
近
い
書
体
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
近
似
性
に
つ
い
て
は
、

奈
良
朝
に
お
け
る
唐
文
化
受
容
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
重
要
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
改
め
て
検
討
し
た
い
。

三
、
顔
真
�
書
の
評
価

書
体
比
較
よ
り
、
国
家
珍
宝
帳
の
核
と
さ
れ
た
の
は
、
顔
真
�
初
期
の
多
宝
塔
碑
に

み
ら
れ
る
よ
う
な
書
体
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
次
に
そ
の
書
体
が
、
当
時
ど
の
よ
う

に
理
解
さ
れ
て
い
た
の
か
を
顔
真
�
の
書
の
評
価
を
通
し
て
考
察
す
る
。

顔
真
�
の
書
は
、
六
朝
時
代
以
来
、
貴
族
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
す
で
に
初
唐
期

に
お
い
て
形
骸
化
し
て
い
た
王
羲
之
の
書
に
か
わ
る
革
新
的
な
も
の
と
し
て
、
宋
代
以

降
評
価
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
次
に
あ
げ
る
北
宋
の
蘇
軾
「
書
呉
道
子
畫
後
」
の
記
述

か
ら
も
う
か
が
え
る
。

（
前
略
）
詩
至
於
杜
子
美
、
文
至
於
韓
退
之
、
書
至
於
顔
魯
公
、
畫
至
於
呉
道
子
、

而
古
今
之
變
天
下
之
能
事
畢
矣
。（
後
略
）

（『
東
坡
集
』
第
二
十
三
巻
「
書
呉
道
子
畫
後
」
条
）

〈（
前
略
）
詩
は
杜
子
美
に
至
り
、
文
は
韓
退
之
に
至
り
、
書
は
顔
魯
公
に
至

り
、
畫
は
呉
道
子
に
至
り
て
古
今
の
変
、
天
下
の
能
事
畢
れ
り
。（
後
略
）〉

こ
れ
に
よ
り
蘇
軾
が
、
文
学
に
お
い
て
改
革
を
試
み
た
杜
甫
と
韓
愈
、
な
ら
び
に
画
に

お
け
る
呉
道
子
と
と
も
に
、
書
に
お
け
る
改
革
者
と
し
て
顔
真
�
を
位
置
付
け
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
先
の
書
体
比
較
に
よ
り
確
認
し
た
よ
う
に
、
国
家
珍
宝
帳
と
多
宝
塔

碑
の
近
似
は
明
瞭
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
に
、
国
家
珍
宝
帳
と
顔
真
�
の
書
と
の

関
係
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
唐
代
を
代
表
す
る
顔
真
�
の
著
名
な
書
作
品

と
の
、
こ
れ
ほ
ど
の
近
似
が
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
北
宋
・
朱
長
文

『
続
書
断
』
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

（
前
略
）
今
所
傳
千
福
寺
碑
、
公
少
為
武
部
員
外
時
也
。
遒
勁
婉
熟
、
已
與
歐
虞

徐
沈
晩
筆
相
上
下
。
而
魯
公
中
興
以
後
、
筆
迹
迥
與
前
異
者
、
豈
非
年
彌
高
學

愈
精
耶
。（
後
略
）

（『
墨
池
編
』
巻
第
九
「
續
書
斷
上
・
顔
真
卿
」
条
）

〈（
前
略
）
今
、
伝
う
る
所
の
千
福
寺
碑
は
、
公
少
く
し
て
武
部
員
外
た
り
し
時
な

り
。
遒
勁
婉
熟
、
已
に
欧（
欧
陽
詢
）・
虞（
虞
世
南
）・
徐（
徐
浩
）・
沈
（
沈
伝

師
）
の
晩
筆
と
相
い
上
下
す
。
而
れ
ど
も
魯
公
、
中
興
以
後
、
筆
迹
迥
か
に
前

と
異
な
る
は
、
豈
に
年
弥
い
よ
高
く
学
愈
い
よ
精
な
る
に
非
ず
や
。（
後
略
）〉

千
福
寺
碑
が
多
宝
塔
碑
そ
の
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
唐
・
張
彦
遠
『
歴
代

名
画
記
』
の
千
福
寺
の
記
述
に
、
多
宝
塔
碑
の
他
、
顔
真
�
の
書
に
よ
る
西
塔
院
院
門

（
六
）

（１８１）
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北
辺
碑
の
存
在
が
記
さ
れ
て

い
る
た
め
定
か
で
は
な
い
。

し
か
し
朱
長
文
の
記
述
は
、

中
興
す
な
わ
ち
安
史
の
乱

（
七
五
五
〜
七
六
三
）
以
降
、

顔
真
�
が
書
学
に
さ
ら
に
精

通
し
た
た
め
、
そ
の
筆
跡
が

中
興
以
前
と
大
き
く
異
な
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
千
福
寺
碑
が
多
宝
塔

碑
そ
の
も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
千
福
寺
碑
が
多
宝
塔
碑
と
同
じ
く
中
興
以
前
、
顔

真
�
が
武
部
員
外
郎
の
時
に
制
作
さ
れ
た
碑
で
あ
る
た
め
、
そ
の
書
体
は
多
宝
塔
碑
に

近
似
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
明
代
に
も
王
世
貞
が
、

（
前
略
）
公
書
如
東
方
畫
像
、
家
廟
碑
咸
天
骨
遒
峻
風
稜
射
人
。
此
帖
結
法
尤
整

密
、
但
貴
在
蔵
鋒
、
小
遠
大
雅
不
無
佐
史
之
恨
耳
。（
後
略
）

（『
�
州
山
人
四
部
稿
』
巻
第
一
三
五
墨
刻
跋
「
多
寶
佛
塔
碑
」
条
）

〈（
前
略
）
公
（
顔
真
�
）
の
書
は
、
東
方
画
像
、
家
廟
碑
み
な
天
骨
遒
峻
に
て
風

稜
人
を
射
る
が
如
し
。
こ
の
帖
（
多
宝
塔
碑
）
の
結
法
は
も
っ
と
も
整
密
な
れ

ど
、
但
、
貴
き
は
蔵
鋒
に
あ
り
。
少
し
く
大
雅
に
遠
く
、
佐
史
の
恨
み
無
か
ら

ざ
る
の
み
。（
後
略
）〉

と
、
東
方
画
像
（
東
方
朔
画
賛
碑
、
天
宝
十
三
載
（
七
五
四
））（
挿
図
８
）、
家
廟
碑

（
顔
氏
家
廟
碑
、
建
中
元
年
（
七
八
〇
）
）（
挿
図
９
）
の
書
に
比
べ
、
多
宝
塔
碑
を
「
佐

（
１２
）
史
の
書
」
と
し

て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
多
宝
塔

碑
以
降
、
筆
跡

が
大
き
く
変
化

し
た
こ
と
が
認

識
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

中
興
以
降
の

顔
真
�
の
作
に
は
、
顔
真
�
の
書
法
の
い
わ
ゆ
る
「
顔
法
」
が
顕
著
に
窺
え
る
。
そ
の

特
徴
の
一
つ
が
、
蚕
頭
燕
尾
な
ど
と
称
さ
れ
る
筆
法
で
あ
る
。
蚕
頭
と
は
顔
氏
家
廟
碑

中
の
「
之
」（
挿
図
９
三
行
下
）「
史
」（
同
四
行
下
）
の
右
払
い
の
筆
線
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
起
筆
が
蚕
の
頭
の
よ
う
に
ま
る
く
な
る
こ
と
で
あ
り
、
燕
尾
と
は
、
右
払
い
の

先
が
燕
の
尾
の
よ
う
に
二
つ
に
わ
れ
る
筆
法
で
あ
る
。
こ
の
筆
法
に
よ
り
重
厚
な
筆
線

が
よ
り
強
調
さ
れ
、
結
構
に
お
い
て
も
「
門
」（
同
三
行
四
字
目
）
の
向
か
い
合
う
縦
画

を
外
に
脹
ら
ま
せ
向
勢
に
構
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
ら
か
さ
を
強
調
す
る
な
ど
、
見

る
も
の
に
強
烈
な
印
象
を
与
え
る
書
体
と
な
っ
て
い
る
。
現
代
に
お
い
て
も
、
顔
真
�

の
書
と
い
う
場
合
に
は
通
常
、
こ
の
よ
う
な
顔
真
�
独
特
の
書
法
に
よ
っ
て
書
か
れ
た

も
の
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
先
行
研
究
に
お
い
て
顔
真
�
の
書
体
の
国
家
珍

宝
帳
へ
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
理
由
は
、
こ
の
書
法
に
よ
っ
て
書
か
れ
た

顔
真
�
の
書
体
を
評
価
の
対
象
と
し
て
き
た
、
北
宋
以
降
の
書
道
史
観
に
よ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
八
）

挿図８ 顔真�「東方朔画賛碑」
唐天宝１３載（７５４）

挿図９ 顔真�「顔氏家廟碑」
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し
か
し
こ
こ
で
問
題
と
す
べ
き
は
、
奈
良
朝
に
お
い
て
国
家
珍
宝
帳
が
制
作
さ
れ
た

当
時
、
す
な
わ
ち
唐
代
の
評
価
で
あ
る
。
唐
代
に
は
多
く
の
書
論
が
記
さ
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
開
元
、
天
宝
期
に
活
躍
し
た
張
懐
�
は
、
最
も
多
く
の
著
作
を
残
し
て
お
り
、

多
宝
塔
碑
が
刻
さ
れ
た
二
年
後
に
『
書
估
』（
天
宝
十
三
年
（
七
五
四
））
を
、
さ
ら
に

そ
の
四
年
後
の
乾
元
元
年
（
七
五
八
）
に
は
、『
書
議
』
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
竇
�
も

大
暦
四
年
（
七
六
九
）
に
書
き
上
げ
た
『
述
書
賦
』
の
な
か
で
、
乾
元
年
間
（
七
五
八
、

七
五
九
）
ま
で
を
対
象
と
す
る
、
中
興
以
前
の
書
家
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
し
か
し

こ
れ
ら
の
書
論
の
な
か
に
顔
真
�
の
記
述
は
な
い
。『
述
書
賦
』
に
お
い
て
、
竇
�
が
同

時
代
の
書
家
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
顔
真
�
に
一
切
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て

大
野
修
作
氏
は
、
竇
�
に
と
っ
て
顔
真
�
は
近
接
し
た
大
き
す
ぎ
る
存
在
か
、
評
価
の

定
ま
ら
な
い
存
在
で
あ
っ
た
と
さ
れ（
１３
）

る
。

そ
こ
で
多
宝
塔
碑
が
制
作
さ
れ
た
天
宝
年
間
に
お
け
る
顔
真
�
の
評
価
に
つ
い
て
、

劉
�
等
撰
『
旧
唐
書
』（
後
晋
・
九
四
五
年
）
の
記
述
に
着
目
し
た
い
（【
表
１
】
参
照
）。

（
前
略
）
少
時
與
殷
寅
、
顔
真
�
、
柳
芳
、
陸
據
、
蕭
穎
士
、
李
華
、
邵
軫
、
同

志
友
善
。
故
天
寶
中
語
曰
「
殷
、
顔
、
柳
、
陸
、
蕭
、
李
、
邵
、
趙
」。
以
其
重

行
義
、
敦
交
道
也
。（
後
略
）

（『
旧
唐
書
』
巻
一
八
七
下
「
文
苑
列
伝
・
趙
曄
伝
」）

〈（
前
略
）
少
き
時
、
殷
寅
・
顔
真
�
・
柳
芳
・
陸
拠
・
蕭
穎
士
・
李
華
・
邵
軫
と

志
を
同
じ
く
し
て
、
善
を
友
と
す
、
故
に
天
宝
中
語
り
て
曰
く
「
殷
・
顔
・
柳

・
陸
・
蕭
・
李
・
邵
・
趙
」
と
。
其
れ
行
義
を
重
ん
じ
る
を
以
て
、
敦
く
道
に

交
わ
る
な
り
。（
後
略
）〉

こ
の
記
述
よ
り
、
天
宝
年
間
（
七
四
二
〜
七
五
五
）、
顔
真
�
と
志
を
同
じ
く
し
た
七
人

の
存
在
が
う
か
が
え
る
。
な
か
で
も
李
華
（
七
一
五
？
〜
七
七
四
？
）、
蕭
穎
士
（
七
一

七
〜
七
六
八
？
）
は
、
顔
真
�
と
同
年
に
進
士
に
及
第
し
て
お
り
、
先
に
述
べ
た
中
唐

に
お
け
る
文
学
の
改
革
者
で
あ
る
韓
愈
ら
に
よ
る
古
文
復
興
運
動
の
先
駆
者
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
中
の
「
同
志
」
と
は
、
古
文
復
興
と
い
う

共
通
の
志
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
古
文
と
は
、
六
朝
以
後
の
駢
文
に
対
す
る
先

秦
か
ら
漢
代
の
文
体
で
あ
り
、
古
文
へ
の
回
帰
を
提
唱
し
た
文
学
改
革
運
動
が
、
古
文

復
興
運
動
で
あ
る
。
こ
の
運
動
は
、
焚
書
坑
儒
に
よ
り
断
絶
し
た
儒
教
思
想
の
道
統
を

再
興
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
文
学
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
文
体
の
変

革
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
識
は
す
で
に
韓
愈
以
前
の
李
華
、
蕭
穎
士
に
み
ら

れ
る
と
さ
れ（
１４
）

る
。
ま
た
顔
氏
一
門
に
と
っ
て
、
儒
教
の
経
典
で
あ
る
経
書
の
意
義
を
解

釈
す
る
訓
詁
学
は
家
学
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
顔
氏
の
家
学
そ
の
も
の
が
、

古
文
復
興
運
動
の
志
と
相
通
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

書
も
こ
れ
ら
の
動
き
と
同
様
に
、
六
朝
以
降
、
貴
族
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た

王
羲
之
の
典
型
を
破
ろ
う
と
、
篆
隷
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
一
種
の
革
新
書
派
が
発
生
し

た
。
こ
れ
は
王
羲
之
以
前
に
還
れ
と
い
う
先
秦
へ
の
復
古
の
精
神
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
を
大
成
し
た
の
が
顔
真
�
で
あ
っ
た
と
さ
れ
（
１５
）

る
。
顔
氏
に
は
代
々
書
を
善
く
す
る

人
物
が
多
く
、
特
に
篆
籀
を
善
く
し
た
も
の
が
多（
１６
）

い
。

先
に
述
べ
た
顔
法
と
は
、
こ
の
篆
法
を
基
調
と
す
る
直
筆
蔵
鋒
を
も
ち
い
た
顔
真
�

特
有
の
書
法
で
あ
る
。
直
筆
と
は
紙
面
に
対
し
て
筆
管
を
垂
直
に
立
て
て
書
く
こ
と
で

あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
筆
先
の
隠
れ
る
蔵
鋒
と
な
る
。「
蚕
頭
」
は
こ
の
蔵
鋒
の
結
果
生
じ

た
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
王
世
貞
の
書
論
に
「
但
貴
在
蔵
鋒
」
と
あ
り
、
初
期
の
作
で

（
九
）

（１７８）



あ
る
多
宝
塔
碑
に
も
、
す
で
に
蔵
鋒
が
み
ら
れ
る
と
し
、
王
世
貞
は
そ
れ
を
貴
し
と
し

て
い
る
。

天
宝
年
間
の
顔
真
�
の
現
存
作
に
は
、
天
宝
十
一
載
の
多
宝
塔
碑
の
他
、
同
十
三
載

の
東
方
朔
画
賛
碑
が
現
存
す
る
。
天
宝
十
三
載
作
の
東
方
朔
画
賛
碑
よ
り
、
顔
真
�
の

書
に
変
化
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
前
述
の
王
世
貞
の
記
述
か
ら
も
う
か
が
え
る
が
、

『
旧
唐
書
』
の
記
述
は
、
陸
拠
が
天
宝
十
三
載
（
七
五
四
）
に
没
し
て
い（
１７
）

る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
以
前
の
顔
真
�
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
顔
真
�
は
天
宝
年
間
、
東
方

朔
画
賛
碑
制
作
以
前
、
す
で
に
革
新
派
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
書
は
復
古
を
目
指
し
た

革
新
的
な
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
顔
真
�
は
晩
年
、『
干
禄
字
書
』
に
序
を
加
え
、
碑
に
刻
し
て
い（
１８
）

る
。『
干
禄

字
書
』
と
は
、
そ
の
名
の
示
す
と
お
り
「
禄
を
干
（
モ
ト
）
む
」
た
め
の
字
書
、
つ
ま

り
官
吏
の
地
位
を
獲
得
す
る
科
挙
の
た
め
の
実
用
的
楷
書
字
書
で
あ
り
、
そ
の
編
纂
は
、

七
一
〇
〜
七
二
〇
年
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い（
１９
）

る
。
太
宗
（
在
位
六
二
六
〜
四
九
）
は

科
挙
実
施
の
た
め
、
孔
穎
達
（
五
七
四
〜
六
四
八
）
に
撰
述
さ
せ
た
五
経
の
注
釈
書
の

『
五
経
正
義
』
を
顔
師
古
（
五
八
一
〜
六
四
五
）
に
考
定
さ
せ
た
。
こ
れ
が
『
顔
氏
定

本
』
で
あ
り
、
そ
の
文
字
の
基
準
を
示
し
た
も
の
が
『
顔
氏
字
様
』
で
あ
る
。『
干
禄
字

書
』
は
、
こ
の
『
顔
氏
字
様
』
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
排
除
さ
れ
て
い

た
正
体
以
外
の
俗
字
、
通
字
も
、
用
途
に
あ
わ
せ
て
積
極
的
に
活
用
し
よ
う
と
い
う
革

新
的
な
も
の
で
あ
っ（
２０
）
た
。
こ
の
字
書
の
普
及
に
よ
り
、
六
朝
時
代
か
ら
隋
・
唐
時
代
に

か
け
て
、
多
く
存
在
し
た
異
体
字
が
次
第
に
減
じ
た
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
、
そ
の
成
立

は
中
国
の
文
字
統
一
、
制
定
史
上
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
と
さ
れ

（
２１
）
る
。『
干
禄
字
書
』
を
著
し
た
の
は
、
顔
真
�
の
伯
父
で
あ
る
顔
元
孫
（
？
〜
七
一

二
？
）
で
あ
り
、
ま
た
顔
元
孫
は
、『
顔
氏
字
様
』
を
著
し
た
顔
師
古
の
従
孫
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
文
字
学
も
訓
詁
学
同
様
に
顔
氏
代
々
の
家
学
の
一（
２２
）

つ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

顔
真
�
が
字
体
に
精
通
す
る
の
は
必
然
で
あ
り
、
そ
の
字
体
が
異
体
字
の
氾
濫
し
た
唐

代
に
お
い
て
最
も
正
し
い
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い（
２３
）

る
。

多
宝
塔
碑
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
北
宋
以
降
の
書
道
史
観
を
も
っ
て
す
れ
ば
、

「
佐
史
の
書
」
と
さ
れ
る
な
ど
、
中
興
以
降
の
書
に
対
し
、
そ
の
評
価
は
け
し
て
高
い

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
書
体
は
天
宝
年
間
に
お
い
て
は
復
古
を

目
指
し
た
革
新
的
な
書
体
で
あ
り
、
ま
た
顔
真
�
の
字
体
は
、
規
範
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
顔
真
�
初
期
の
書
体
受
容

（
一
）
勝
宝
度
の
遣
唐
使
の
動
向
に
み
る
顔
真
�
初
期
の
書
体
受
容
の
可
能
性

次
に
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
多
宝
塔
碑
に
み
ら
れ
る
顔
真
�
初
期
の
書
体
が
、
実

際
に
奈
良
朝
に
受
容
さ
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
、
国
家
珍
宝
帳
の
制
作
時
期
に
最
も
近

い
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）
に
派
遣
さ
れ
た
遣
唐
使
（
以
下
勝
宝
度
の
遣
唐
使
と
す

る
）
の
目
的
を
考
慮
し
つ
つ
、
検
討
し
た
い
。

勝
宝
度
の
遣
唐
使
は
、
鑑
真
を
日
本
に
招
請
し
た
こ
と
で
名
高
い
。
し
か
し
同
時
に
、

こ
の
遣
唐
使
が
儒
教
・
文
学
の
師
を
招
く
と
い
う
使
命
も
帯
び
て
い
た
こ
と
が
東
野
治

之
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
興
味
深（
２４
）
い
。
こ
の
遣
唐
使
で
は
、
は
じ
め
て
藤
原

氏
出
身
の
貴
族
が
大
使
と
し
て
起
用
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
れ
ま
で
の
遣
唐
使
は
、

副
使
が
一
人
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
勝
宝
度
で
は
、
す
で
に
入
唐
経
験
の
あ
る

（
一
〇
）

（１７７）



日 本（年号・作品）

東大寺献物帳（「国家珍宝帳」
「種々薬帳」「屏風花氈等帳」）

善光朱印経（７５６～７６０）

東大寺献物帳（「大小王真跡
帳」「藤原公真跡屏風帳」）

空海「灌頂歴名」

和銅３

養老１

養老４

養老５

天平５

天平６

天平７

天平１４

天平勝宝４

天平勝宝５

天平勝宝６

天平勝宝７

天平勝宝８

天平宝字１

天平宝字２

神護景雲３

宝亀１１

弘仁３

事 項（中国・日本）

顔元孫により『干禄字書』が編纂される
（～７２０）

阿倍仲麻呂、吉備真備が遣唐留学生とし
て入唐（養老度の遣唐使）

仲麻呂進士に及第（この年以降，７２７まで
の間）

趙曄が仲麻呂に詩「送晁補闕帰日本国」
を贈る

顔真�、蕭穎士、李華進士に及第

吉備真備帰国

顔真�と同志７人（蕭穎士，李華，陸拠，
趙曄，殷寅，柳芳、邵軫）の存在

１２月迄に勝宝度の遣唐使入唐

正月、朝賀の儀において蕭穎士招請
８月まで長安に滞在

１１月、鑑真と共に揚州を出発

遣唐使帰国。
２月、鑑真入京

この年陸拠没

張懐�『書估』成立
勅により五月一日経の校訂が行われる
（７５４～７５６）

安史の乱（～７６３）

５月、聖武天皇崩御

張懐�『書議』成立

竇�『述書賦』本文成立

中 国（年号・作品）

顔真�「多宝塔碑」

顔真�「東方朔画賛碑」

顔真�「顔氏家廟碑」

景雲１

開元５

開元８

開元９

開元２１

開元２２

開元２３

天宝１

天宝１１

天宝１２

天宝１３

天宝１４

至徳１

至徳２

乾元１

大暦４

建中１

元和７

西暦

７１０

７１７

７２０

７２１

７３３

７３４

７３５

７４２

７５２

７５３

７５４

７５５

７５６

７５７

７５８

７６９

７８０

８１２

表１ 略年表

（
一
一
）

（１７６）



吉
備
真
備
・
大
伴
古
麻
呂
の
二
人
を
副
使
に
あ
て
る
な
ど
、
遣
唐
使
の
構
成
が
特
異
で

あ
っ
た
こ
と
が
そ
の
理
由
と
さ
れ
る
。
真
備
は
、
天
平
七
年
に
帰
朝
し
て
後
、
正
六
位

下
を
授
け
ら
れ
、
大
学
助
を
拝
命
し
、
の
ち
の
孝
謙
天
皇
で
あ
る
阿
部
内
親
王
に
『
礼

記
』『
漢
書
』
を
講
授
し
て
い（
２５
）

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
真
備
は
、
漢
学
一
般
に
造
詣
が
深

く
、
そ
れ
ゆ
え
唐
の
文
人
の
招
請
と
い
う
任
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

『
全
唐
文
』
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

（
前
略
）
東
倭
之
人
、
踰
海
来
賓
、
擧
其
國
俗
、
願
師
於
夫
子
。
非
敢
私
請
表
聞

於
天
子
。（
後
略
）（『

全
唐
文
』
巻
三
九
五

劉
太
真
「
送
蕭
穎
士
赴
東
府
序
」）

〈（
前
略
）
東
倭
の
人
、
海
を
こ
え
て
来
賓
し
、
そ
の
国
俗
を
挙
り
て
、
夫
子
を
師

と
せ
ん
こ
と
を
願
う
。
敢
え
て
私
の
請
い
に
あ
ら
ず
、
天
子
に
表
聞
す
。（
後

略
）〉

こ
の
文
は
、
蕭
穎
士
の
弟
子
の
劉
太
真
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
文
中
の
夫
子
と

は
蕭
穎
士
の
こ
と
で
あ
る
。
東
野
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
記
録
は
東
倭
、
す
な
わ
ち
日
本

の
使
節
が
仏
教
に
お
け
る
正
式
な
授
戒
者
を
望
み
、
鑑
真
を
招
請
し
た
の
と
同
様
に
、

学
問
の
師
と
し
て
蕭
穎
士
を
唐
よ
り
招
こ
う
と
、
正
式
に
玄
宗
皇
帝
に
願
い
出
た
こ
と

を
記
し
て
お
り
、
そ
の
時
期
は
、
蕭
穎
士
が
任
官
す
る
直
前
の
天
宝
十
一
載
末
か
ら
十

二
載
初
め
頃
の
朝
賀
の
儀
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い（
２６
）
る
。
こ
の
時
期
、
朝
賀
の
儀
に

参
列
し
た
遣
唐
使
と
は
ま
さ
に
勝
宝
度
の
遣
唐
使
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
蕭
穎
士
は
、

こ
の
時
の
遣
唐
大
使
で
あ
る
藤
原
清
河
に
よ
っ
て
公
式
に
招
請
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

蕭
穎
士
が
選
ば
れ
た
理
由
と
し
て
、
使
節
が
何
ら
か
の
人
脈
を
通
じ
て
蕭
穎
士
の
存
在

に
着
目
し
た
こ
と
を
東
野
氏
は
指
摘
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
真
備
が
養
老
度
の
遣
唐
使

（
養
老
元
年
（
七
一
七
）
出
発
）
に
従
っ
て
留
学
し
た
際
に
、
師
や
そ
の
周
辺
の
人
物

を
通
じ
て
蕭
穎
士
を
知
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
同
じ
く
養
老
度
の
遣
唐
使
の

一
人
と
し
て
入
唐
し
た
阿
倍
仲
麻
呂
（
六
九
八
〜
七
七
〇
）
が
、
蕭
穎
士
と
親
交
の
あ

っ
た
趙
曄
と
友
人
で
あ
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ（
２７
）

る
。
仲
麻
呂
は
留
学
生
と
し
て
入
唐
し

て
お
り
、
こ
の
時
す
で
に
三
十
六
年
間
在
唐
し
、
宮
中
の
図
書
典
籍
を
司
る
秘
書
監
で

あ
っ
た
。
真
備
も
仲
麻
呂
と
と
も
に
唐
に
お
い
て
十
数
年
間
学
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
招
請
す
る
人
物
を
決
定
す
る
際
の
仲
麻
呂
の
発
言
に
は
大
き
な
影
響
力
が
あ
っ

た
と
さ
れ
る
。
趙
曄
は
開
元
二
十
一
年
（
七
三
三
）
頃
に
仲
麻
呂
に
詩
を
送
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
天
宝
期
以
前
よ
り
仲
麻
呂
と
交
友
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
趙
曄
、
蕭
穎
士

は
天
宝
年
間
、
志
を
同
じ
く
し
親
交
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
仲
麻
呂
が
招
請

候
補
の
一
人
と
し
て
蕭
穎
士
を
あ
げ
る
こ
と
は
大
い
に
あ
り
え
た
と
さ
れ
る
。
同
様
に

顔
真
�
も
同
志
八
人
の
な
か
の
一
人
で
あ
る
。
趙
曄
、
蕭
穎
士
が
、
顔
真
�
と
交
友
が

あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
仲
麻
呂
自
身
が
蕭
穎
士
と
同
じ
く
、
趙
曄
の
友
人
で
あ

る
顔
真
�
を
直
接
間
接
に
知
っ
て
い
た
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
顔
真

�
の
書
が
、
仲
麻
呂
を
仲
介
と
し
て
使
節
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）
奈
良
朝
に
お
け
る
顔
真
�
初
期
の
書
体

先
の
書
体
比
較
に
お
い
て
、
国
家
珍
宝
帳
と
多
宝
塔
碑
と
の
間
に
、
共
通
性
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、
多
宝
塔
碑
の
書
体
と
類
似
性
を
持
つ
書
を
調
査

す
る
と
国
家
珍
宝
帳
が
唯
一
の
存
在
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
奈
良
朝
に
お
い
て
、

（
一
二
）

（１７５）



最
も
著
名
な
写
経
で
あ
る
大
字
賢
愚
経
、
通
称
大
聖
武
（
挿
図
１０
）
が
そ
れ
で
あ（
２８
）
る
（
挿

図
１１
）
。
大
聖
武
は
、
使
用
さ
れ
て
い
る
料
紙
が
特
殊
で
、
文
字
の
大
き
さ
が
破
格
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
奈
良
朝
写
経
の
な
か
で
も
特
異
な
存
在
と
さ
れ
て
き
た
写
経
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
そ
の
著
名
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
請
来
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
奈
良
朝

に
お
い
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
の
判
別
さ
え
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
か

っ
た
。
し
か
し
近
年
、
大
聖
武
に
使
用
さ
れ
た
料
紙
が
、
日
本
で
生
産
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
料
紙
研
究
の
立
場
か
ら
報
告
さ
れ（
２９
）

た
こ
と
に
よ
り
、
大
聖
武
は
請
来
経
で

は
な
く
、
和
経
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
大
聖
武

の
多
く
の
文
字
に
、
二
度
書
き
が
確
認
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
「
功
」

（
挿
図
１２
）
で
は
旁
「
刀
」
の
転
折
部
分
に
、「
白
」（
挿
図
１３
）
で
は
す
べ
て
の
点
画

に
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
二
度
書
き
は
み
な
、
筆
線
を
太
く
し
、
字
形
を
整
え
る
た
め
に

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
大
聖
武
は
、
通
常
の
奈
良
朝
写
経
に
み
ら
れ
る
一
行

一
七
字
詰
の
確
立
し
た
書
式
の
写
経
で
は
な
く
、
一
行
九
字
か
ら
十
三
字
詰
の
大
字
写

挿図１０ 大聖武 ８世紀 兵庫・白鶴美術館

挿図１１ 左「大聖武」右「多宝塔碑」

挿図１２ 大聖武「功」

挿図１３ 大聖武「白」

（
一
三
）

（１７４）



経
で
あ
る
。
大
聖
武
の
底
本
も
大
字
写
経
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い（
３０
）
る
こ
と
か

ら
、
大
聖
武
に
み
ら
れ
る
二
度
書
き
は
、
底
本
で
あ
る
大
字
賢
愚
経
の
文
字
の
形
を
忠

実
に
再
現
す
る
と
い
う
意
識
の
下
に
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
字
句
の

校
正
が
厳
密
に
行
わ
れ
る
奈
良
朝
写
経
と
し
て
は
、
経
典
内
容
に
欠
落
部
分
が
み
ら
れ

る
こ（
３１
）

と
、
さ
ら
に
こ
れ
以
降
、
奈
良
朝
写
経
所
で
は
、
大
聖
武
風
の
大
字
写
経
が
盛
ん

に
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
大
聖
武
は
「
賢
愚
経
」
と
し
て
の
経
典
内
容

以
上
に
、
そ
の
書
体
の
価
値
に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
た
写
経
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ（
３２
）

る
。

大
聖
武
の
底
本
と
な
っ
た
大
字
賢
愚
経
の
書
体
も
同
様
に
、
多
宝
塔
碑
と
共
通
性
の

高
い
書
体
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
、
奈
良
朝
写
経
所
に
お
い
て
も
、
そ
の
書
体
が

意
識
的
に
書
写
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

五
、
書
体
選
択
の
可
能
性

最
後
に
、
顔
真
�
初
期
に
み
ら
れ
る
書
体
が
、
国
家
珍
宝
帳
の
書
体
と
し
て
選
択
さ

れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
国
家
珍
宝
帳
が
奈
良
朝
に
お
い
て
制
作
さ
れ
た

の
は
、
天
平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
）
で
あ
り
、
多
宝
塔
碑
が
長
安
の
千
福
寺
に
刻
さ
れ

た
の
は
、
そ
の
四
年
前
の
天
宝
十
一
載
（
七
五
二
）
で
あ
る
。
天
平
勝
宝
六
年
（
七
五

四
）
に
勝
宝
度
の
遣
唐
使
が
帰
国
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
、
唐
最
新
の
書
体
が

奈
良
朝
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
最
新
で
あ
る
こ
と
に
着
目
す
る
と
、
奈

良
朝
に
お
い
て
、
天
平
勝
宝
七
年
（
七
五
五
）
か
ら
九
年
（
七
五
七
）
ま
で
を
「
年
」

と
せ
ず
「
歳
（
サ
イ
）」
と
し
た
の
は
、
唐
の
玄
宗
皇
帝
が
天
宝
三
年
（
七
四
四
）
以
来
、

「
年
」
を
「
載
（
サ
イ
）」
と
改
め
た
こ
と
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
勝
宝
度
の

遣
唐
使
帰
国
時
の
丁
度
翌
年
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
光
明

皇
太
后
に
関
す
る
事
務
を
司
る
皇
后
宮
職
の
名
称
を
改
め
た
「
紫
微
中
台
」
も
、
玄
宗

皇
帝
の
「
紫
微
省
」
、
則
天
武
后
の
「
中
台
」
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
国
家

事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
光
明
皇
后
発
願
一
切
経
の
五
月
一
日
経
（
挿
図
１４
）
制
作
は
、

玄
宗
皇
帝
勅
命
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
当
時
最
新
の
経
典
目
録
に
よ
り
、
い
ち
早
く
制
作

さ
れ
た
一
切
経
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
奈
良
朝
で
は
、
唐
最
新
の
制
度
や
事
業
が
短

期
間
の
う
ち
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
国
家
珍
宝
帳
制
作
と
同
時
期
に
行
わ
れ
た
写
経
事
業
に
着
目
し
た
い
。
国
家

珍
宝
帳
は
、
勝
宝
八
歳
、
紫
微
中
台
に
お
い
て
制
作
さ
れ
た
献
納
目
録
で
あ
る
が
、
同

じ
く
紫
微
中
台
管
下
の
写
経
所
で
は
同
年
よ
り
、
善
光
朱
印
一
切
経
（
以
下
朱
印
経
と

す
る
）（
挿
図
１５
）
の
制
作
が
本
格
化
し
て
い（
３３
）

る
。
朱
印
経
は
、
総
国
分
尼
寺
で
あ
る
法

華
寺
に
施
入
す
る
た
め
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
最
良
の
一
切
経
を
目
指
し
制
作
さ
れ
た

新
写
一
切
経
で
あ
り
、
さ
ら
に
近
年
、
朱
印
経
の
テ
キ
ス
ト
が
五
月
一
日
経
で
あ
る
こ

と
、
朱
印
経
と
五
月
一
日
経
の
書
者
が
、
同
一
の
写
経
生
で
あ
る
こ
と
が
山
下
有
美
氏

に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ（
３４
）

た
。【
表
２
】
は
五
月
一
日
経
、
大
聖
武
、
朱
印
経
の
書
体
を
比
較

し
た
も
の
で
あ
る
。
朱
印
経
に
み
る
「
白
」
の
重
厚
な
転
折
、「
告
」
の
右
上
が
り
の
横

画
、「
歓
」
の
偏
と
旁
の
組
み
合
わ
せ
に
み
る
緊
密
性
な
ど
が
特
に
大
聖
武
と
共
通
し
て

い
る
。
朱
印
経
の
書
体
は
、
大
聖
武
の
影
響
を
受
け
堂
々
と
力
の
こ
も
っ
た
も
の
と
し

て
評
価
さ
れ
て
き（
３５
）
た
が
、
そ
の
書
体
は
制
作
の
際
に
、
五
月
一
日
経
を
手
本
と
し
な
が

ら
、
大
聖
武
風
の
書
体
へ
と
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
な（
３６
）
る
。
し
か
も
こ
の
一
切
経
が
、
急

ぐ
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら（
３７
）
ず
、
あ
え
て
手
間
の
掛
か
る
構
築
的
な
大
聖

（
一
四
）

（１７３）



武
風
の
書
体
で
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
朱
印
経
を
書
き
表
す
書
体
と
し
て
、
こ

の
書
体
が
意
識
的
に
採
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
唐
最
新
の
書
体
は
、
総
国
分
尼

寺
に
施
入
す
る
た
め
に
制
作
さ
れ
た
、
当
時
に
お
け
る
最
良
の
新
写
一
切
経
で
あ
る
朱

善光朱印経

表２

挿図１４ 五月一日経「増一阿含経巻第３７」

８世紀 奈良・東大寺

挿図１５ 善光朱印経「中阿含経巻第３４」

天平宝字３年（７５９）東京・五島美術館

大聖武五月一日経

（
一
五
）

（１７２）



印
経
に
ふ
さ
わ
し
い
書
体
と
し
て
、
こ
の
時
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ（
３８
）
う
。

五
月
一
日
経
を
朱
印
経
の
テ
キ
ス
ト
と
す
る
た
め
の
校
訂
は
、
請
来
さ
れ
た
唐
の
経

典
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
こ
の
校
訂
は
勝
宝
六
年
の
光
明
皇
后
の
命
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

五
月
一
日
経
を
奈
良
朝
に
お
け
る
標
準
一
切
経
と
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ

（
３９
）

る
。
こ
の
校
訂
作
業
に
必
要
な
経
典
収
集
を
命
じ
ら
れ
た
の
が
、
勝
宝
度
の
遣
唐
使
で

あ（
４０
）

り
、
同
時
に
こ
の
遣
唐
使
が
、
天
宝
年
間
に
お
け
る
最
新
の
書
体
を
奈
良
朝
に
も
た

ら
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
字
体
は
、『
干
禄
字
書
』
に
も
と
づ
く
規
範
的
な
も
の
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

国
家
珍
宝
帳
は
、
こ
の
朱
印
経
と
同
年
の
天
平
勝
宝
八
歳
に
、
同
じ
く
紫
微
中
台
管

下
に
お
い
て
制
作
さ
れ
た
献
納
目
録
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
同
時
期
の
国
家
事
業
で
あ

る
朱
印
経
制
作
と
同
様
、
顔
真
�
初
期
の
書
体
が
唐
に
お
い
て
最
新
の
書
体
で
あ
り
、

か
つ
そ
の
字
体
に
規
範
性
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
国
家
最
高
の
公
的
文
書
で
あ
る
国
家
珍

宝
帳
に
ふ
さ
わ
し
い
書
体
と
し
て
、
選
択
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
国
家
の
公
的
な
書
が
、
何
ら
か
の
意
識
の
下
に
選
択
さ
れ
た
と
す
る
杉

本
氏
の
見
解
を
も
と
に
国
家
珍
宝
帳
の
書
体
を
考
察
し
た
。
筆
者
は
ま
ず
、
国
家
珍
宝

帳
本
来
の
書
体
を
確
認
す
る
た
め
に
様
式
の
検
討
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
国
家
珍
宝

帳
に
み
ら
れ
る
方
形
を
意
識
し
た
筆
線
の
構
成
、
構
築
的
な
字
形
、
筆
線
の
重
厚
感
は
、

こ
れ
ま
で
共
通
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
王
羲
之
系
統
の
書
体
以
上
に
、
顔
真
�
初
期
に

み
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
次
に
歴
史
分
野
の
先
行
研
究
の
成
果

に
基
づ
き
、
勝
宝
度
の
遣
唐
使
に
よ
る
顔
真
�
の
書
体
受
容
の
背
景
を
検
討
し
、
最
後

に
、
奈
良
朝
の
国
家
事
業
に
お
け
る
唐
文
化
受
容
の
あ
り
方
を
通
し
て
、
そ
の
書
体
が

唐
に
お
い
て
、
最
新
で
あ
り
か
つ
字
体
に
規
範
性
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
国
家
珍
宝
帳
を

（
一
六
）

挿図１６ 空海「灌頂歴名」弘仁３年（８１２）京都・神護寺

（１７１）



記
す
書
体
と
し
て
採
用
さ
れ
た
可
能
性
を
提
示
し
た
。

日
本
書
道
史
上
、
顔
真
�
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
通
常
、
空
海
（
七
七
四
〜

八
三
五
）
に
よ
る
灌
頂
歴
名
（
弘
仁
三
年
（
八
一
二
））（
挿
図
１６
）
で
あ
り
、
奈
良
朝

書
跡
に
お
け
る
顔
真
�
の
書
体
受
容
と
い
う
観
点
か
ら
積
極
的
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な（
４１
）

い
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
奈
良
朝
に
お
い
て
著
名
な
存
在
で
あ
る
大

聖
武
と
同
様
の
顔
真
�
初
期
の
書
体
が
国
家
珍
宝
帳
に
お
い
て
も
確
認
で
き
、
し
か
も

大
聖
武
は
、
奈
良
朝
に
お
い
て
書
写
さ
れ
る
際
に
二
度
書
き
に
よ
っ
て
意
識
的
に
形
成

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
様
の
書
体
が
、
同
じ
く
紫
微
中
台
管
下
の
写
経
所
で
国
家
事
業

と
し
て
制
作
さ
れ
た
朱
印
経
に
も
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
顔
真
�
初
期
の
書
体
は
、

奈
良
朝
書
跡
の
な
か
に
実
質
的
に
存
在
し
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

注
（
１
）
天
武
天
皇
よ
り
持
統
、
文
武
、
元
正
、
聖
武
、
孝
謙
の
五
代
。

（
２
）
献
物
帳
五
巻
を
と
り
あ
げ
各
々
の
書
に
言
及
し
た
文
献
と
し
て
以
下
の
も
の
が
あ
げ

ら
れ
る
。
①
神
田
喜
一
郎
「
正
倉
院
の
書
蹟
の
概
観
」（
正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
の

書
蹟
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
六
四
年
）。
②
杉
本
一
樹
「
献
物
帳
の
書
―
奈
良
時
代

の
書
に
関
す
る
一
考
察
―
」（
同
著
『
日
本
古
代
文
書
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇

一
年
）

（
３
）「
書
体
」
と
い
う
言
葉
は
、
一
般
に
「
楷
書
」「
行
書
」
と
い
っ
た
、
字
体
を
基
礎
に

文
字
を
表
現
す
る
様
式
、
特
徴
な
ど
が
一
貫
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
を
指
し
、
書
の
様

式
的
特
徴
に
つ
い
て
は
通
常
「
書
風
」
と
い
う
言
葉
が
も
ち
い
ら
れ
る
が
、
本
論
で
は

あ
え
て
「
文
字
の
形
」
に
着
目
し
考
察
す
る
た
め
、
個
性
の
表
現
、
書
き
ぶ
り
等
を
含

む
「
書
風
」
で
は
な
く
、
文
字
の
形
と
い
う
意
味
に
お
い
て
「
書
体
」
と
い
う
言
葉
を

も
ち
い
る
こ
と
と
す
る
。
石
川
九
楊
氏
は
、
聖
武
天
皇
筆
雑
集
に
不
自
然
な
点
画

（「
風
」
の
か
ぜ
が
ま
え
、「
河
」
の
さ
ん
ず
い
な
ど
）
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ

に
は
手
本
と
し
た
書
が
存
在
し
、
そ
れ
を
聖
武
が
写
す
際
に
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
書
き

ぶ
り
を
、
表
現
の
幅
と
し
て
と
ら
え
た
の
で
は
な
く
、「
型
」
と
し
て
と
ら
え
模
し
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
石
川
九
楊
『
日
本
書
史
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇

一
年
）。
な
お
本
稿
中
、
先
行
研
究
の
内
容
に
言
及
す
る
際
に
は
、
そ
の
記
述
に
従
い

「
書
風
」
と
す
る
。

（
４
）「
国
家
珍
宝
帳
解
説
」（
正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
宝
物
３
北
倉
Ⅲ
』
毎
日
新
聞
社
、

一
九
九
五
年
）

（
５
）
唐
・
貞
観
五
年
（
六
三
一
）
の
刻
。
隋
唐
間
に
お
け
る
三
階
教
の
名
僧
、
�
禅
師
を

葬
っ
た
舎
利
塔
の
銘
文
。
李
百
薬
撰
、
欧
陽
詢
七
十
六
歳
の
書
。

（
６
）
注
（
２
）
―
①
参
照
。

（
７
）
真
草
二
体
の
千
字
文
。
智
永
は
千
字
文
を
八
百
本
書
き
、
江
東
の
諸
寺
に
施
入
し
た

と
伝
え
ら
れ
る
。
国
家
珍
宝
帳
に
「
同
羲
之
書
巻
第
五
十
一

真
草
千
字
文
二
百
三

行
」
の
記
載
が
あ
り
、
こ
れ
が
小
川
氏
所
蔵
の
「
真
草
千
字
文
」
を
指
す
こ
と
は
通
説

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
智
永
の
真
筆
か
ま
た
は
国
家
珍
宝
帳
の
記
載
と
お
り
搨
模

本
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
未
だ
確
定
を
み
て
い
な
い
。
本
論
に
お
い
て
は
、
国
家
珍
宝

帳
記
載
の
千
字
文
が
搨
模
本
で
あ
れ
、
真
跡
で
あ
れ
、
実
際
に
伝
来
し
て
い
た
そ
の
書

体
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
本
稿
に
お
い
て
は
伝
と
せ
ず
智
永
筆
と
記
述
す
る
。

（
８
）
注
（
２
）
―
②
参
照
。

（
９
）
①
野
津
栄
「
天
平
時
代
に
お
け
る
王
羲
之
」（『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・

社
会
科
学
）
』
第
三
巻

一
九
七
〇
年
）
、
②
東
野
治
之
「
王
羲
之
の
手
本
」（
同
著
『
正

倉
院
文
書
と
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
七
八
年
）
、
③
魚
住
和
晃
「
王
羲
之
理
想
」

（
同
著
『「
書
」
と
漢
字
―
和
様
生
成
の
道
程
』
講
談
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、
④
春
名
好

重
「
王
羲
之
の
尊
重
」（
同
著
『
日
本
書
道
新
史
』
淡
交
社
、
二
〇
〇
一
年
）
他
。

（
一
七
）

（１７０）



（
１０
）
注
（
２
）
―
②
中
の
掲
載
図
三
〇
―
一

（
１１
）
挿
図
に
は
、
四
作
品
に
共
通
す
る
文
字
（
部
分
も
含
む
）
の
比
較
的
多
い
国
家
珍
宝

帳
の
一
、
四
、
五
行
目
を
掲
載
し
た
。

（
１２
）
中
国
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
、
地
方
の
州
郡
の
長
官
で
あ
っ
た
刺
史
の
属
僚
。

（
１３
）
大
野
修
作
『
書
論
と
中
国
文
学
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）

（
１４
）
林
田
愼
之
助
「
唐
代
古
文
運
動
の
形
成
過
程
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
二
九
集

日
本
中
國
學
會
、
一
九
七
六
年
）

（
１５
）
神
田
喜
一
郎
「
中
國
書
道
史
９
唐
Ⅲ

五
代
」（『
書
道
全
集
第
一
〇
巻
』
平
凡
社
、

一
九
五
六
年
）

（
１６
）
杉
村
邦
彦
「
顔
真
�
論
」（
中
国
中
世
史
研
究
会
編
『
中
国
中
世
史
研
究
―
六
朝
隋
唐

の
社
会
と
文
化
―
』
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
七
六
年
）

（
１７
）
後
晋
・
劉
�
等
撰
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
〇
下
「
文
苑
列
伝
・
陸
拠
伝
」（
中
華
書
局
出

版
、
一
九
八
三
年
）

（
１８
）
干
禄
字
書
碑
は
大
暦
九
年
（
七
七
四
）
湖
州
に
建
碑
さ
れ
る
。

（
１９
）
王
�
「
�
《
干
祿
字
�
》
的
一
点
�
識
」（『
中
国
語
文
』
中
国
語
文
�
志
社

一
九

六
四
年
）

（
２０
）
西
原
一
幸
「
唐
代
楷
書
字
書
の
成
立
―
『
顔
氏
字
様
』
か
ら
『
干
禄
字
書
』『
五
経
文

字
』
へ
―
」（『
金
城
学
院
大
学
論
集
二
三
』
金
城
学
院
大
学
論
集
編
集
委
員
会
、
一
九

八
一
年
）

（
２１
）
杉
本
つ
と
む
「
漢
字
と
干
禄
字
書
」（
同
著
『
漢
字
入
門
―
『
干
禄
字
書
』
と
そ
の
考

察
―
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
七
七
年
）

（
２２
）
顔
之
推
『
顔
氏
家
訓
』「
勉
学
篇
第
八
」

（
２３
）
飯
島
太
千
雄
「
試
論
―
顔
書
の
実
像
」（
同
著
『
顔
真
�
大
字
典
』
東
京
美
術
、
一
九

八
五
年
）

（
２４
）
東
野
治
之
「
唐
の
文
人
蕭
穎
士
の
招
請
」（
同
著
『
遣
唐
使
と
正
倉
院
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
二
年
）

（
２５
）『
続
日
本
紀
第
三
三
（
宝
亀
六
年
十
月
壬
戌
）』

（
２６
）
東
野
氏
は
蕭
穎
士
の
招
請
時
期
を
「
洛
京
に
参
謀
」
と
な
り
東
府
へ
赴
く
少
し
前
で

あ
る
と
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
『
新
唐
書
』「
蕭
穎
士
伝
」
よ
り
、
李
林
甫
の
死
後

（
天
宝
一
一
載
一
一
月
乙
卯
（
十
二
日
）
没
）
、
再
び
任
官
し
て
河
南
府
参
軍
事
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
蕭
穎
士
の
任
官
は
天
宝
十
二
載
春
ご
ろ
で
あ
り
、
劉
太
真
の
序
中

に
み
ら
れ
る
「
草
春
新
碧
」
の
表
現
に
着
目
す
れ
ば
、
陰
暦
二
〜
三
月
頃
の
こ
と
で
あ

っ
た
と
す
る
。
よ
っ
て
、
蕭
穎
士
が
再
び
任
官
す
る
直
前
で
あ
る
天
宝
十
一
載
末
か
ら

十
二
載
初
め
ご
ろ
に
日
本
使
節
の
招
請
を
う
け
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
注
（
２４
）

参
照
。

（
２７
）
杉
本
直
治
郎
『
阿
倍
仲
麻
呂
伝
研
究
』（
育
芳
社
、
一
九
四
〇
年
）
開
元
二
十
一
年

（
七
三
三
）
頃
、
趙
曄
が
一
旦
帰
国
を
決
意
し
た
仲
麻
呂
に
「
送
晁
補
闕
帰
日
本
国
」

と
題
す
る
詩
を
贈
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仲
麻
呂
は
趙
曄
と
親
交
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

（
２８
）
大
聖
武
は
、
北
魏
時
代
（
四
四
五
年
）
に
漢
訳
さ
れ
た
譬
喩
経
典
の
一
つ
『
賢
愚
経
』

を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
は
「
東
大
寺
本
」
一
巻
、「
東
京
国
立
博
物
館
本
」
一

巻
、「
前
田
育
徳
会
本
」
三
巻
、「
白
鶴
美
術
館
本
」
二
巻
の
四
件
が
国
宝
と
な
っ
て
い

る
他
、
一
、
二
行
乃
至
数
行
ず
つ
の
断
簡
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
大
聖
武
と
い
う

呼
称
は
、
そ
の
文
字
が
当
時
の
写
経
の
文
字
に
比
べ
、
破
格
の
大
き
さ
で
あ
り
、
ま
た

文
字
そ
の
も
の
の
書
体
に
独
特
の
力
強
さ
と
風
格
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
聖
武
天
皇
の
宸

翰
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。
法
量
は
縦
二
七
、
五
㎝
、
横
一
二
〇
五
、
〇
㎝
（
白

鶴
美
術
館
蔵
甲
巻
）
な
お
、
作
品
調
査
の
際
に
は
、
白
鶴
美
術
館
の
山
中
理
氏
に
御
配

慮
い
た
だ
い
た
。

（
２９
）
宍
倉
佐
敏
「
科
学
の
眼
で
見
た
奈
良
朝
古
経
料
紙
」（『
水
莖
』
第
二
八
号

古
筆
学

研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
）、
森
香
代
子
「
修
理
報
告
２

称
讃
浄
土
仏
摂
受
経
」（『
修

復
』
第
六
号
岡
墨
光
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）、
寿
岳
文
章
『
日
本
の
紙
』（
吉
川
弘
文
館
、

（
一
八
）

（１６９）



一
九
六
八
年
）
宍
倉
佐
敏
氏
、
森
香
代
子
氏
に
よ
る
料
紙
繊
維
の
観
察
結
果
に
よ
っ
て
、

大
聖
武
に
マ
ユ
ミ
紙
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
マ
ユ
ミ
紙
は
『
正
倉
院
文

書
』
の
記
述
に
よ
り
、
天
平
期
に
抄
造
さ
れ
た
こ
と
が
寿
岳
文
章
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
宍
倉
氏
は
、
大
聖
武
に
マ
ユ
ミ
紙
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
天
平
期
、

国
家
事
業
と
し
て
の
写
経
事
業
が
拡
大
さ
れ
、
写
経
料
紙
の
需
要
が
激
増
し
た
た
め
、

そ
の
不
足
を
補
う
た
め
に
各
種
の
植
物
繊
維
に
よ
る
紙
の
抄
造
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
の

裏
付
け
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
３０
）
樋
口
秀
雄
「
大
字
写
経
の
系
譜
―
大
聖
武
論
―
」（『
東
京
国
立
博
物
館
美
術
誌
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
』
第
一
一
三
号

一
九
六
〇
年
）
。
白
鶴
美
術
館
蔵
の
一
巻
に
二
十
四
字
（
二

行
分
）
の
欠
落
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
聖
武
の
底
本
も
大
聖
武
同
様
の
一
行
十
二

字
前
後
の
大
字
写
経
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
３１
）（
注
３０
）
参
照
。

（
３２
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
、
拙
稿
「
奈
良
朝
に
お
け
る
大
聖
武
の
受
容
意
図
」（『
デ

ア
ル
テ
』
第
一
七
号

九
州
藝
術
学
会
編
集

西
日
本
文
化
協
会
、
二
〇
〇
一
年
）
に

お
い
て
述
べ
た
。

（
３３
）
山
下
有
美
「
嶋
院
に
お
け
る
勘
経
と
写
経
」（
正
倉
院
文
書
研
究
会
編
『
正
倉
院
文
書

研
究
７
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）
な
お
挿
図
１４
「
増
一
阿
含
経
巻
第
３７
」
は
、

東
大
寺
図
書
館
・
横
内
裕
人
氏
、
挿
図
１５
「
中
阿
含
経
巻
３４
」
は
、
五
島
美
術
館
・
名

児
耶
明
氏
に
調
査
の
際
、
御
配
慮
い
た
だ
い
た
。

（
３４
）（
注
３３
）
参
照
。

（
３５
）『
奈
良
朝
寫
経
』「
各
個
解
題
「
首
楞
厳
経
」」（
奈
良
国
立
博
物
館
、
一
九
八
三
年
）

（
３６
）
拙
稿
「
奈
良
時
代
後
期
に
お
け
る
大
字
写
経
の
研
究
―
善
光
朱
印
経
を
中
心
と
し
て

―
」（『
鹿
島
美
術
研
究
（
年
報
第
二
一
号
別
冊
）』
鹿
島
美
術
財
団
、
二
〇
〇
四
年
）

（
３７
）（
注
３３
）
参
照
。

（
３８
）（
注
３６
）
参
照
。

（
３９
）（
注
３３
）
参
照
。

（
４０
）
大
平
聡
「
天
平
勝
宝
六
年
の
遣
唐
使
と
五
月
一
日
経
」（『
日
本
律
令
制
論
集
』
上

一
九
九
三
年
、
吉
川
弘
文
館
）

（
４１
）
角
井
博
「
賢
愚
経
（
大
聖
武
）
小
考
」（
『
東
京
国
立
博
物
館
美
術
誌
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』

第
一
六
三
号

一
九
六
四
年
）
奈
良
朝
写
経
の
「
大
字
妙
法
蓮
華
経
」
に
つ
い
て
は
、

そ
の
書
風
が
多
宝
塔
碑
と
一
脈
通
じ
る
と
い
う
角
井
氏
の
指
摘
が
あ
る
。

な
お
、
本
稿
掲
載
の
図
版
は
以
下
の
刊
行
物
よ
り
複
写
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

挿
図
１
正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
宝
物
３
北
倉
Ⅲ
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年
）

挿
図
２
『
書
跡
名
品
叢
刊

欧
陽
詢

化
度
寺
碑
・
温
彦
博
碑
』（
二
玄
社
、
一
九
六
五
年
）

挿
図
３
・
５
『
世
界
美
術
大
全
集
東
洋
編

第
四
巻
』（
小
学
館
、
一
九
九
七
年
）

挿
図
８
『
顔
眞
�
書
蹟
集
成
』
第
三
巻
（
東
京
美
術
、
一
九
八
五
年
）

挿
図
９
『
顔
眞
�
書
蹟
集
成
』
第
五
巻
（
東
京
美
術
、
一
九
八
五
年
）

（
九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
哲
学
部
門
芸
術
学
助
手
）

（
一
九
）

（１６８）


